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２
０
１
４
年
９
月
号

の
本
欄
で
、�
フ
レ
イ

ル
�
の
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。�
フ
レ
イ
ル
�

と
は
２
０
１
４
年
５
月

に
日
本
老
年
医
学
会
が

提
唱
し
た
概
念
で
あ

り
、「
加
齢
と
と
も
に
心

身
の
活
力
（
例
え
ば
筋

力
や
認
知
機
能
な
ど
）

が
低
下
し
、
生
活
機
能

障
害
、
要
介
護
状
態
、

そ
し
て
死
亡
な
ど
の
危

険
性
が
高
く
な
っ
た
状

態
」
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。�
フ
レ
イ
ル
�
は
英

語
の
「
虚
弱
」
を
意
味

す
る
�
Ｆ
ｒ
ａ
ｉ
ｌ
ｔ

ｙ
�
か
ら
来
て
お
り
、

「
加
齢
に
伴
っ
て
、
も

う
戻
ら
な
い
老
い
衰
え

た
状
態
」
と
の
印
象
を

与
え
ま
す
が
、
そ
れ
は

間
違
い
で
す
。�
フ
レ
イ

ル
�
は
「
適
切
な
介
入

・
支
援
に
よ
り
、
生
活

機
能
の
維
持
向
上
が
可

能
で
あ
る
」
と
の
意
味

合
い
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。加

齢
に
伴
っ
て
、
食

欲
の
低
下
、
活
動
量
の

低
下
（
社
会
交
流
の
減

少
）、
筋
力
低
下
、
認
知

機
能
低
下
、
そ
し
て
多

く
の
病
気
を
抱
え
る
よ

う
に
な
る
な
ど
の
変
化

が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
を

『
も
う
年
だ
か
ら
』
と

放
っ
て
お
く
と
、
多
く

の
高
齢
者
が
�
フ
レ
イ

ル
�
を
経
て
か
ら
徐
々

に
要
介
護
状
態
に
陥
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

具
体
的
に
述
べ
れ

ば
、
前
期
高
齢
者
は
比

較
的
健
康
度
が
高
く
活

動
的
で
あ
り
、
社
会
的

な
貢
献
度
・
（
有
償
無

償
を
問
わ
な
い
）
就
労

意
欲
・
自
己
の
健
康
管

理
活
動
も
高
い
レ
ベ
ル

を
保
っ
て
い
る
方
が
多

く
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
低
栄
養
や
転
倒

・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
筋

肉
・
筋
力
の
減
少
）、尿

失
禁
、
軽
度
認
知
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
な
ど
か
ら

�
フ
レ
イ
ル
�
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

現
在
、�
フ
レ
イ
ル
�

は
身
体
的
な
面
だ
け
で

な
く
、
精
神
的
な
面
、

社
会
的
な
面
を
も
含
ん

で
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
身
体
的

な
面
で
は
「
食
が
細
く

な
る
（
低
栄
養
）」「
転

倒
し
や
す
く
な
っ
た
」

「
噛
む
・
飲
み
込
む
・

発
音
が
し
づ
ら
く
な
っ

た
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

精
神
的
な
面
は
「
意
欲

・
判
断
力
や
認
知
機
能

の
低
下
」「
う
つ
」
な
ど

が
あ
り
、
精
神
面
で
は

「
外
出
減
少
」「
閉
じ
こ

も
り
」「
孤
食
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は

相
互
に
関
連
し
て
お

り
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
負
の
連

鎖
が
加
速
し
、
要
介
護

さ
ら
に
は
死
に
至
る
危

険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
時

点
で
は
�
フ
レ
イ
ル
�

は
概
念
で
あ
り
、
診
断

基
準
は
作
成
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
昨
年
（
２
０

１
５
年
）、日
本
の
研
究

者
に
よ
り�
フ
レ
イ
ル
�

で
あ
る
可
能
性
を
判
断

す
る
『
フ
レ
イ
ル
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
』
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
自
己

診
断
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

・
６
ヶ
月
間
で
２
―
３

�
以
上
の
体
重
減
少

が
あ
り
ま
し
た
か
？

（
「
は
い
」
で
１
点
）

・
以
前
に
比
べ
て
歩
く

速
度
が
遅
く
な
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す

か
？
（
「
は
い
」
で
１

点
）

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の

運
動
を
週
に
１
回
以

上
し
て
い
ま
す
か
？

（
「
い
い
え
」
で
１

点
）

・
５
分
前
の
こ
と
が
思

い
出
せ
ま
す
か
？

（
「
い
い
え
」
で
１

点
）

・
こ
こ
２
週
間
、
わ
け

も
な
く
疲
れ
た
よ
う

な
感
じ
が
す
る
。

（
「
は
い
」
で
１
点
）

さ
て
、
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
３
点

以
上
で�
フ
レ
イ
ル
�、

１
〜
２
点
で
�
フ
レ
イ

ル
予
備
軍
�
、
０
点
で

�
健
常
�
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
２

年
間
の
経
過
観
察
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
、�
健

常
�
の
方
は
０
・
７
％

が
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、�
フ
レ
イ
ル
予
備

軍
�の
方
は
２
・
０
％
、

�
フ
レ
イ
ル
�
の
方
は

何
と
７
・
８
％
も
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、�
健
常
�
の
方

に
比
較
し
て
、�
フ
レ
イ

ル
�
の
可
能
性
の
あ
る

方
は
１０
倍
以
上
も
亡
く

な
る
危
険
性
が
高
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
状
況
か

ら
、
国
は
予
防
・
健
康

づ
く
り
の
動
機
づ
け
の

強
化
や
、
栄
養
指
導
等

の
充
実
を
推
進
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
後

期
高
齢
者
の
保
健
事
業

の
あ
り
方
は
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
予
防
と
い

う
よ
り
は
、
生
活
習
慣

病
等
の
重
症
化
予
防
や

低
栄
養
、
運
動
機
能
・

認
知
機
能
の
低
下
な
ど

�
フ
レ
イ
ル
�
の
進
行

を
予
防
す
る
取
り
組
み

が
よ
り
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
繰
り
返
し
に

な
り
ま
す
が
、『
も
う
年

だ
か
ら
』
と
放
っ
て
お

く
こ
と
な
く
、
積
極
的

に
社
会
に
参
加
し
、
身

体
を
動
か
し
、
活
き
活

き
と
意
欲
を
持
っ
て
生

活
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。伊

能
忠
敬
（
１
７
４

５
〜
１
８
１
８
）
は
平

均
寿
命
５０
〜
５５
歳
（
元

服
ま
で
生
存
し
て
い
た

場
合
）
の
時
代
に
、
５０

歳
で
隠
居
し
測
量
を
学

び
、
５５
歳
よ
り
大
日
本

沿
海
輿
地
全
図
作
成
の

た
め
測
量
の
旅
に
出
ま

し
た
。
１５
年
の
歳
月
を

か
け
て
歩
い
た
距
離
は

約
４
万
キ
ロ
。
７３
歳
と

い
う
当
時
と
し
て
の
長

寿
を
ま
っ
と
う
し
ま
し

た
。
忠
敬
の
身
長
は
残

っ
て
い
る
着
物
の
丈
よ

り
１
６
０
セ
ン
チ
程
度

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

歩
幅
は
通
常
身
長
の
約

１
／
４
〜
１
／
３
程
度

で
す
の
で
、
４０
〜
５３
セ

ン
チ
と
な
り
ま
す
が
、

忠
敬
の
歩
幅
は
約
６９
セ

ン
チ
で
あ
っ
た
と
の
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

初
の
日
本
地
図
を
完
成

さ
せ
る
と
い
う
意
欲
を

持
ち
、
人
々
と
議
論
や

計
画
を
練
り
、
力
強
く

歩
く
忠
敬
の
姿
は
、�
フ

レ
イ
ル
�
予
防
の
お
手

本
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
皆
様
方
に

は
、
平
素
か
ら
高
齢
者

福
祉
を
は
じ
め
大
阪
市

政
の
各
般
に
わ
た
り
、

格
段
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
高
度

経
済
成
長
期
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
団
塊
の
世
代
」の
方
々

が
６５
歳
を
迎
え
ら
れ
、

高
齢
者
人
口
は
大
き
く

増
加
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
医
学
の
発
展
と

と
も
に
、
平
均
寿
命
が

年
々
伸
び
て
い
る
近
年

に
お
い
て
、
高
齢
者
一

人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
安
心
し
て
営
み
、

長
寿
化
し
た
人
生
を
健

康
で
い
き
い
き
と
豊
か

に
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
社
会

づ
く
り
は
、
喫
緊
の
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
元
気

で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

が
社
会
の
支
え
手
と
し

て
、
幅
広
い
分
野
に
お

い
て
積
極
的
に
活
動
し

て
い
た
だ
き
、
活
力
あ

る
長
寿
社
会
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
貴
連

合
会
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
今
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
識

や
経
験
、
能
力
を
活
か

し
て
、
社
会
参
加
や

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
、
世
代
間
の
交
流
促

進
は
も
と
よ
り
、
活
気

あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
形
成
と
高
齢
者
福

祉
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
誠

に
心
強
い
限
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。
中
理
事
長
を

は
じ
め
、
皆
様
方
の
多

年
に
わ
た
る
ご
尽
力
と

熱
意
に
深
く
敬
意
を
表

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、大
阪
市
で
は
、

市
民
が
高
齢
福
祉
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
自
身
の
社
会
参
加

意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
９
月
を

高
齢
者
福
祉
月
間
と
定

め
て
お
り
、
今
年
で
５２

回
目
を
迎
え
ま
す
。
貴

連
合
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
高
齢
者
福
祉
大
会

の
開
催
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
展
開
で
き
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
改
め

て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。ま

た
、
本
市
で
は
高

齢
者
一
人
ひ
と
り
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
昨
年
度
策
定
し

た
「
第
６
期
大
阪
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
様
々
な
施
策

を
推
進
し
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
や
生
き
が

い
づ
く
り
、
社
会
活
動

へ
の
参
加
を
積
極
的
に

支
援
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
貴
連
合

会
を
は
じ
め
関
係
各
団

体
や
高
齢
者
福
祉
関
連

施
設
の
ご
協
力
に
よ

り
、
多
様
化
す
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
豊

か
で
活
力
溢
れ
る
長
寿

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
自
主
的
な
地
域
福

祉
活
動
の
促
進
に
力
を

注
ぐ
な
ど
積
極
的
に
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。最

後
に
、
大
阪
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

わ
が
国
の
総
人
口
は

平
成
２７
年
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
１
億
２
、
７

１
１
万
人
（
前
回
１
億

２
、８
０
５
万
７
千
人
）

で
す
。
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
過
去
最
高

の
３
、３
９
２
万
人（
前

回
２
、
９
２
４
万
６
千

人
）
と
な
り
、
総
人
口

に
占
め
る
割
合
（
高
齢

化
率
）は
２６
・
７
％（
前

回
２３
・
０
％
）
と
な
り

ま
す
。

６５
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
を
男
女
別
に
見
る

と
、
男
性
は
１
、
４
６

６
万
人
、
女
性
は
１
、

９
２
５
万
人
で
、
男
女

の
比
は
約
３
対
４
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
人
口
の
う
ち
、

「
６５
〜
７４
歳
人
口
」
は

１
、
７
５
１
万
７
千
人

で
総
人
口
に
占
め
る
割

合
は
１３
・
８
％
、「
７５
歳

以
上
人
口
」
は
１
、
６

４
０
万
５
千
人
で
総
人

口
に
占
め
る
割
合
は
１２

・
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。総

人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
高
齢
化
率
は
上

昇
し
て
い
ま
す
。
わ
が

国
は
、
諸
外
国
と
比
較

す
る
と
、
世
界
の
ど
の

国
も
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
高
齢
社

会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

第
６
期
大
阪
市
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
２７
年
度
〜
２９
年
度
）

に
よ
る
と
、
平
成
２７
年

の
大
阪
市
の
６５
歳
以
上

の
高
齢
者
人
口
は
推
計

６８
万
７
千
人
で
、
高
齢

化
率
は
、２５
・
６
％
と
な

り
、
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
阪
市
で
は
、

６５
歳
以
上
の
人
が
い
る

世
帯
の
う
ち
高
齢
者
の

ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
及

び
高
齢
者
夫
婦
世
帯
の

割
合
は
６６
・
６
％
で
あ

り
、
全
国
平
均
の
５３
・

４
％
に
比
べ
て
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
世
帯
の
割
合
は

４１
・
１
％
で
あ
り
、
全

国
平
均
の
２４
・
８
％
に

比
べ
る
と
非
常
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
全
国
の

政
令
指
定
都
市
の
中
で

も
、
最
も
高
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

心
豊
か
な
地
域
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
、「
健
康

・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全

国
三
大
目
標
の
実
現
に

向
け
て
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
活
動
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
が
い
活

動
、
高
齢
者
が
相
互
に

支
え
合
う
友
愛
活
動
、

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

や
交
流
活
動
、
高
齢
者

な
ら
で
は
の
伝
承
活

動
、
美
化
活
動
な
ど
の

地
域
を
豊
か
に
す
る
社

会
貢
献
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会

す
る
と
、
高
齢
者
は
元

気
に
な
り
ま
す
。
高
齢

者
が
元
気
に
な
り
、
い

き
い
き
す
る
と
、
地
域

も
元
気
に
な
り
、
活
性

化
し
ま
す
。
老
人
ク
ラ

ブ
は
地
域
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
な
の
で

す
。高

齢
化
の
現
状
を
考

え
る
と
、
私
た
ち
老
人

ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
今
後
と

も
、「
高
齢
者
の
元
気
は

地
域
の
元
気
」
の
信
念

の
も
と
に
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
果
た
す
べ
き
役
割

の
重
要
性
に
鑑
み
、
会

員
相
互
の
仲
間
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
社
会

参
加
活
動
を
展
開
し
、

心
と
心
の
ふ
れ
あ
う
明

る
く
豊
か
な
地
域
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
人
口

の
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
し
て
お
り
、
人
口
規

模
の
大
き
い
、
い
わ
ゆ

る
「
団
塊
の
世
代
」
が

高
齢
期
を
迎
え
、
本
格

的
な
高
齢
社
会
に
移
行

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
意

欲
と
能
力
の
あ
る
高
齢

者
に
は
社
会
の
支
え
手

と
な
っ
て
も
ら
う
と
同

時
に
、
支
え
が
必
要
と

な
っ
た
時
に
は
、
周
囲

の
支
え
に
よ
り
自
立

し
、
人
間
ら
し
く
尊
厳

を
も
っ
て
生
活
で
き
る

社
会
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
意
欲
と
能
力
が
最
大

限
に
発
揮
で
き
、
全
世

代
で
支
え
合
え
る
社
会

を
構
築
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
市
で
は
、
平
成

２７
年
３
月
、「
第
６
期
大

阪
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
第
６
期
計
画
は
前

期
計
画
の
方
向
性
を
継

承
し
つ
つ
、
「
団
塊
世

代
」
が
す
べ
て
７５
歳
以

上
と
な
り
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
が
急
速
に
増

加
す
る
平
成
３７
年
度
ま

で
の
１０
年
間
で
、
高
齢

者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有

す
る
能
力
に
応
じ
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

�
大
阪
市
福
祉
局
高
齢

者
施
策
部
発
行
�
「
大

阪
市
高
齢
者
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画

（
平
成
２７
年
度
〜
２９
年

度
）
よ
り
�

区
老
連
会
長

�
退
任
�

平
成
２８
年
７
月
１７
日
付

佐
藤
暢
哉
（
大
老
連
副

理
事
長
・
鶴
見
区
老
連

会
長
）

平
成
２８
年
８
月
８
日
付

田
中
芳
太
郎
（
西
成
区

老
連
会
長
）

�
就
任
�

平
成
２８
年
７
月
２６
日
付

鶴
見
区
老
連
会
長

吉

江
潤
二
（
前
鶴
見
区
老

連
副
会
長
）

平
成
２８
年
８
月
８
日
付

西
成
区
老
連
会
長

川

崎
允
弘
（
前
西
成
区
老

連
副
会
長
）
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大
阪
市
高
齢
者
福
祉
月
間
を
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え
て

大大
阪阪
市市
にに
おお
けけ
るる

高高
齢齢
化化
のの
現現
状状

高齢者が安心して暮らせるまち
豊
か
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
づ
く
り
の
た
め
に

わわがが国国ににおおけけるる
高高齢齢化化のの現現状状
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吉
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―あなたも参加しませんか―

高高
齢齢
化化
とと

老老
人人
クク
ララ
ブブ
のの
役役
割割

地域包括ケアシステムの
構築をめざして

�大阪市高齢者福祉月間ポスター�

健健康康・・友友愛愛・・奉奉仕仕ををめめざざししてて
市内全会員に配布

全国３大運動

高高
齢齢
者者
はは
身身
体体
・・
精精
神神
・・
社社
会会
的的
フフ
レレ
イイ
ルル（（
虚虚
弱弱
））にに
注注
意意
��

同
志
社
大
学
教
授
・
運
動
処
方
論

石
井
好
二
郎

大大
老老
連連

異異
動動


